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（１）就農に向けた相談体制 

１）相談窓口 

久留米養成研修チーム  

 

２）相談対応方法等 

・研修生の相談案件ごとに対応が異なるため、随時、個別に相談を受け対応します。

８月と１０月には以下のとおりテーマを設けて相談に応じます。 

 

・８月 主に就農後の技術相談 

・１０月 主に就農全般 

 

（２）就農・定着に向けたサポート内容等 

１）就農に向けたサポート（就農先の紹介・マッチング等） 

 ・独立・自営就農者の農地・資金確保や就農計画については、OBからの紹介やネット

ワークを活用するほか、地元 JA、地域普及センター、市町村の関係担当者等との連絡・

相談を行うよう指導し、研修生とともに対応する。 

 ・雇用就農については、OBからの紹介やネットワーク、関係機関等を通じて希望にか

なう就農を支援し、研修生とともに対応する。また、就農先の情報を収集し、情報提供

を行う。 

 

２）就農後の定着に向けたサポート（地域関係者との連携・フォローアップ） 

 ・本人への定期的な連絡を行い、就農状況の確認や就農後の相談等について対応する。 

 ・就農先の市町村及び雇用就農先にも定期的に就農状況の確認を行う。 

 

３）その他サポート 

 ・就農後の技術相談等については、随時対応可能な体制を整え、問題等があればいつで

も連絡するよう周知している。 


